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６
月
15
日(

日)

９
時
45

分
か
ら
ロ
ー
ド
ビ
ル
で
、

広
島
自
治
労
連
第
71
回
中

央
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
開
催
。
会
場
に
26

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
18
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

中
石
執
行
委
員
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
浜
崎
書
記
長

の
闘
争
方
針
提
案
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
世
界
中
で
戦
争
が
続

く
中
、
憲
法
を
生
か
し
て

核
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
め

ざ
す
運
動
を
進
め
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。
こ
の
間
の

運
動
と
し
て
、
全
単
組
が

春
闘
要
求
書
を
提
出
し
、

一
丸
と
な
っ
て
公
務
公
共

職
場
の
賃
上
げ
を
目
指
す

こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 

平
和
の
課
題
で
は
、
被

爆
80
年
の
節
目
の
年
と
し

て
、
平
和
行
進
を
は
じ
め

多
く
の
平
和
活
動
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
来
年
10
月
に
広

島
で
開
催
さ
れ
る
地
方
自

治
研
究
全
国
集
会
の
成
功

の
た
め
の
取
り
組
み
を
訴

え
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

に
向
け
て
、
「
住
民
の
身

近
で
働
く
私
た
ち
こ
そ
、

投
票
に
行
こ
う
」
と
選
挙

に
向
け
た
闘
争
方
針
も
提

案
す
る
な
ど
、
夏
に
向
け

て
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

木
下
組
織
部
長
が
組
織
拡

大
の
報
告
と
、
引
き
続
き

組
合
の
姿
を
見
せ
な
が
ら

仲
間
を
増
や
そ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
討
論
で
11

人
か
ら
発
言
が
あ
り
、

関
連
連
絡
会
の
統
一
交

渉
窓
口
団
体
の
問
題

や
、
賃
金
・
欠

員
、
移

管
問
題
、
組
織
拡
大
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
単

組
が
直
面
す
る
課
題
に

対
す
る
、
厳
し
い
現
状

や
打
破
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
た
総
括
で

は
、
要
求
を
実
現
す
る
た

め
に
組
合
活
動
の
充
実
と

共
に
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
民
意
を
示
し
、
み
ん
な

が
幸
せ
に
な
る
社
会
の
実

現
の
重
要
さ
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。 

 

最
後
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
は
中
石
執
行
委
員

長

が
、
「
平

和

と

核

廃

絶
」
「
組
織
拡
大
」
「
希

望
と
意
欲
を
持
て
る
働
き

方
」
、
と
３
つ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
今
後
の
奮
闘
を
誓

い
、
中
央
委
員
会
を
力
強

く
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

６
月
７
～
８

日
、
第

33

回
非

正
規
で
は
た
ら
く

な
か
ま
の
全
国
交

流
集
会
が
広
島
市

で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め

て
延
べ
４
０
０
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

広
島
県
労
連
パ
リ
ン

連
を
中
心
に
現
地
実
行

委
員
が
約
１
年
前
か
ら

グ
ッ
ズ
の
企
画
な
ど
に

取
り
組
み
、
当
日
の
運

営
に
も
多
方
面
で
関
わ

り
ま
し
た
。
現
地
実
行

委
員
会
企
画
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
は
、
国
鉄
広

島
ナ
ッ
パ
ー
ズ
が
力
強

く
労
働
者
の
誇
り
を
歌

い
上
げ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
広
島
に
来
て

も
ら
っ
た
方
に
、
平
和

の
思
い
を
伝
え
る
「
被

爆
者
の
証
言
」
「
日
本

被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
授
賞
式
の
報
告
」

「
平
和
公
園
の
碑
め
ぐ

り
」
「
増
強
が
進
む
海

上
自
衛
隊
呉
基
地
を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
」
と
平
和

を
強
く
希
求
す
る
企
画

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。 

 

記
念
公
演
は
和
光
大

学
名
誉
教
授
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
竹
信
三
恵

子
さ
ん
が
「
さ
ら
に
広

が
る
非
正
規
の
働
き
方

を
ど
う
考
え
る
か
」
と

題
し
て
話
さ
れ
ま
し

た
。 

『
都
合
の
よ
い
時
間
に

働
け
る
』
『
扶
養
の
な

か
で
働
き
た
い
』
『
正

規
の
仕
事
は
過
酷
す
ぎ

る
』
と
い
う
理
由
で
非

正

規

を

選

ん

だ
、
と

思
っ
て
い
る
人
は
本
当

に
『
選
ん
だ
』
の
か
。

家
事
育
児
介
護
等
が
な

く
て
も
非
正
規
を
選
ん

だ
の
か
。 

 

正
社
員
の
仕
事
は
、

家
庭
内
無
償
労
働
を
引

き
受
け
る
妻
が
い
な
い

と
で
き
な
い
よ
う
な
長

時
間
、
か
つ
過
酷
な
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
、

と
喝
破
し
ま
し
た
。
全

て
の
労
働
者
が
安
定
し

た
雇
用
を
ど
う
求
め
て

い
く
か
、
熱
く
講
演
さ

れ
ま
し
た
。 

 

１
日
目
の
集
会
ア

ピ
ー
ル
採
択
後
、
平
和

公
園
の
周
辺
を
非
正
規

の
待
遇
格
差
や
核
兵
器

廃
絶
な
ど
を
訴
え
て
パ

レ
ー
ド
。 

 

２
日
目
は
11
分
科
会

に
分
か
れ
て
交
流
。

「
対
話
と
学
び
あ
い

(

し
ゃ
べ
り
場)

」
で

は
、
様
々
な
地
方
・
職

場
の
参
加
者
が
悩
み
や

運
動
に
つ
い
て
積
極
的

に
語
り
合
い
、
全
国
の

運
動
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。 

 
自治研の 

ニュースタイトルと 

イメージキャラクター 

の投票が始まりました！ 
 

 第18回地方自治研究全

国集会in広島のニュースタ

イトルとイメージキャラク

ターについて、たくさんの

ご応募ありがとうございま

した。 

 7月10日(木)～8月20

日(水)まで投票期間となり

ますので、ぜ

ひ右のフォー

ムから投票を

お願いしま

す！ 

分科会で交流する 

参加者の様子 

中石執行委員長の掛け声とともに 

  団結ガンバローを行う参加者→ 

■ 自治労連第47回定期大会 ■ 
 ＊本大会8/24（日）～25（月） 

 ＊事前大会・総会 8/23（土） 
  女性部、現業評、青年部、非正 

  規公共評、保育、社会福祉、政令 

  都市職、書記、退職者会他 
 ＊開催地 北九州市 
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ひろしま自治労連                          ２０２５年７月１５日号  

広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」開催！ 

第10回 ♪ 専門性・継続性・公平性・公共性 

 

６
月

19
日(

木)

、
広

島
自
治
労
連
連
続
学
習
会

「
聞
い
て 

知
っ
て 

私
た

ち
の
仕
事
」
第

10
回
目

が
広
島
自
治
労
連
の
会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

開
催
さ
れ
、

30
名
が
参

加
、
仲
間
の
仕
事
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
広
島
市
職
労
保

育
園
支
部
の
志
田
奈
津
子

主
任
保
育
士
か
ら
、
保
育

士
の
勤
務
体
制
や
仕
事
内

容
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

園
内
通
貨
で
や
り
取
り

す
る
お
店
屋
さ
ん
ご
っ

こ
、
園
栽
培
の
野
菜
を
用

い
た
食
育
、
毎
年
行
わ
れ

る
平
和
教
育
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
学
び
成

長
で
き
る
よ
う
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

と
知
り
ま
し
た
。 

 

志
田
さ
ん
は
、
子
ど
も

た
ち
の
命
を
預
か
り
、
さ

ら
に
そ
の
育
ち
を
支
え
る

仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
、

と
話
さ
れ
、
本
当
に
保
育

士
と
い
う
お
仕
事
に
誇
り

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
も
話
題
に
の

ぼ
り
、
改
め
て
子
ど
も
た

ち
の
育
ち
を
支
え
る
保
育

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
広
島
市
会
計
労

組
の
亀
井
執
行
委
員
長
よ

り
、
嘱
託
職
員
制
度
導
入

に
際
し
嘱
託
連
絡
会
を

も
っ
た
こ
と
か
ら
会
計
労

組
結
成
に
至
っ
た
経
過
を

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
会
計
労
組
に

は
、
学
校
給
食
調
理
員
、

事
務
補
助
員
、
介
護
認
定

調
査
員
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
な
ど
様
々

な
職
種
の
仲
間
が
加
入
し

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

 

特
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
に
つ
い
て

は
、
民
間
を
定
年
退
職
し

た
年
代
の
採
用
が
多
く
、

長
期
的
に
働
け
る
人
材
確

保
が
難
し
い
中
で
、
日
々

時
間
や
労
力
を
要
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
る
現
状
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
法
律
が
改
定
さ
れ
る

と
、
相
談
員
も
勉
強
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 

現
場
で
正
規
職
員
と
同

様
の
仕
事
を
こ
な
す
会
計

年
度
任
用
職
員
が
増
加
す

る
中
、
そ
の
処
遇
格
差
に

つ
い
て
も
声
を
あ
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。 

被爆80年 

 広島自治労連は、住民が幸せに暮らし続ける大前提は「平和」であること

と位置づけ、今年は特にさまざまな取り組みへの参加を呼びかけていま

す。みなさん、どれか１つでOk！核兵器廃絶への歩みを前進させましょう 

ひとり 

１つ★ 

■国民平和大行進  短時間でもOK！一緒に歩こう♬ 

 “東京～広島Aコース” 
 8/2（土）9：10呉市役所出発式～9：30出発～12：30吉浦駅着 

  8/3（日）8：40坂町役場出発式 

  ～9：00出発～12：20安芸区役所着 

  8/4（月）8：45府中町役場出発式～9：00出発 

     ～11：30原爆ドーム前着～集結集会 

 “富山～広島コース” 
 8/2（土）9：10安佐北区役所出発式～9：30出発 

  ～12：30安佐南区所着 

 8/3（日）9：30安佐南区役所出発式 

  ～9：40出発～11：30新庄橋着 

 8/4（月）9：20新庄橋出発式 

  ～9：30出発～11：30原爆ドーム前着 

  ～集結集会 

 “東京～広島Bコース” 
 8/4（月）9：35南区役所出発式～9：45出発 

     ～11：30原爆ドーム前着～集結集会 

■2025原水爆禁止世界大会 
  組合員については参加費を県本部が負担します 

 8/4（月）被爆80年特別プログラム「被爆体験の伝承と未来」 
  14：00～16：30 グリーンアリーナ大アリーナ 

 8/5（火）フォーラム、分科会 14：00～16：30 会場は広島市内 

 8/6（水）10：30～13：00 ヒロシマデー集会 グリーンアリーナ 

■広島市職員慰霊献花行動 8/6（水）9：00 広島市役所前庭 

６
月
26
日
（
木
）
夕

方
、
原

爆

ド

ー

ム

前

で
、
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
首
脳
会
議
の
場
で
、

イ
ラ
ン
の
原
子
力
施
設

に
行
っ
た
米
軍
の
空
爆

を
広
島
、
長
崎
の
原
爆

投
下
に
例
え
、
戦
争
を

終
わ
ら
せ
た
点
で
本
質

的
に
同
じ
、
と
語
っ
た

こ
と
に
抗
議
す
る
「
緊

急
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」

が
開
催
さ
れ
50
名
が
参

加
。
広
島
県
被
団
協
と

広
島
県
原
水
協
が
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

 

被

爆

者
、
被

爆

２

世
、
黒
い
雨
訴
訟
原
告

そ
し
て
被
爆
証
言
伝
承

者
か
ら
６
名
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
し
ま
し
た
。 

 

 
 

 

被
爆
者
の
山
田
寿
美

子
さ
ん
は
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
発
言
で
怒
り

に

震

え
、
言

葉

も

な

い
。
自
分
は
今
82
歳
だ

が
、
先
日
医
師
か
ら
、

血
液
が
減
少
し
、
白
血

病
だ
と
言
わ
れ
た
。
思

い
出
し
た
く
な
い
辛
い

日
々
だ
が
、
ど
う
に
か

生
き
抜
い
て
き
た
、
そ

の
被
爆
80
年
は
重
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
発

言
は
許
せ
な
い
、
と
怒

り
を
あ
ら
わ
に
発
言
し

ま
し
た
。 

 

被
爆
二
世
で
新
婦
人

広
島
県
本
部
の
村
上
厚

子
会
長
は
、
強
い
憤
り

を
抑
え
ら
れ
な
い
。
広

島
の
新
婦
人
は
原
爆
展

を
開
催
し
た
り
被
爆
証

言
集
を
発
刊
し
続
け
て

い
る
。
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
の
日
本
政
府
に
も

怒
り
を
感
じ
る
。
今
年

の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
を
み
ん
な
の
力
で
成

功
さ
せ
よ
う
、
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

 

被
爆
証
言
伝
承
者
の

藤
川
さ
ん
は
、
被
爆
者

が
80
年
間
、
自
ら
の
命

を
削
り
な
が
ら
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
て
き
た
こ

と
を
足
蹴
に
す
る
発
言

だ
。
医
師
か
ら
は
、
被

爆
者
は
生
涯
虐
待
さ
れ

て
い
る
、
と
聞
い
た
と

語
気
強
く
発
言
し
ま
し

た
。 

 

 

被
爆
に
よ
る
心
身
の

苦
し
み
や
辛
さ
、
そ
し

て
差
別
を
受
け
な
が
ら

生
き
抜
い
て
き
た
80
年

は
重
く
耐
え
が
た
い
年

月
で
あ
り
、
さ
ら
に
気

持
ち
を
え
ぐ
る
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
発
言
を
許

さ
な
い
抗
議
集
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 
こ
の
暴
論
に
抗
議
し

な
い
石
破
政
権
は
退
去

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

最

後

に
「
ア

メ

リ

カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
よ
る
原
爆
正
当
化
の

暴
論
に
抗
議
し
、
そ
の

撤
回
を
求
め
る
」
抗
議

文
を
全
員
で
採
択
し
、

終
了
し
ま
し
た
。 

■
思
い
出
し
た
く 

 

な
い
辛
い
80
年 

■
被
爆
者
は
、
生
涯 
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広島市職労保育園支部

役員 志田奈津子さん 

広島市会計労組 

亀井正美執行委員長 

お問い合わせは 

広島自治労連へ 

℡082-243-9240 

email 

hjrouren@urban.

ne.jp 

 6月24日（土）、広島介護福祉労働

組2025年定期大会を広島自治労連会

議室で開催、官民の福祉現場で働く

仲間が参加しました。 

 1年間の経過報告に続いて、運動方

針として、介護労働者の待遇改善に

むけアンケートに基づく要求交渉、県

内の福祉労働者と連帯し、高齢者や

障害児者をはじめ住民の福祉増進に

取り組もうと提案。現場からは調査員

の増員があったこと、業務の効率化、

医療・介護・障害福祉報酬の増額改

定で待遇改善・人員確保が急務であ

ること等の発言が続きました。 

 6月17日(火)、グリーンアリーナで広

島市児童館指導員労働組合第52回

定期総会を開催、64名が参加しまし

た。大上執行委員長は挨拶の中で、

共済キャンペーンの目標達成や交渉

での賃金アップ獲得など一年の成果

を述べるとともに、館長やベテラン指

導員の待遇・給与問題について今後

も団結して取り組む必要があるとまと

めました。 

 「団結して初めて交渉することができ

る。団結こそ力」という言葉に、改めて

団結の必要性を感じる定期総会となり

ました。 

6月20日（金）、広島市社会福祉事

業団労組第29回定期大会を県本部会

議室からWeb開催で行い、44名がWeb

参加しました。 

どの職場も欠員を抱えながら、

日々の業務に奮闘していますが、嘱

託賃金の遡及、一時金の正規と同月

支給を達成する等の成果もあり、組合

の重要さを改確認しました。 

広島市関連労組連絡会の統一交

渉や、広島市内で開催する全障研全

国大会成功に向け、団結して取り組む

事を決意しました。 

6月23日（月）、グリーンアリーナで

広島市留守家庭子ども会労組第53回

定期総会を『子どもたちに豊かな放課

後を  私たちに豊かな職場を』のス

ローガンのもと開催、８７名が参加。 

広島自治労連の中石浩美執行委

員長が来賓挨拶しました。 

昨年度の活動経過報告や戦後８０

年、平和のメッセージを込め、今年度

の運動方針を決定しました。長年の欠

員解消、有料化に伴う現場の負担軽

減、指導員の処遇改善、保育環境の

改善等を求め引き続き担当課と協議

を重ね問題点を解決していきます。 
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